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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第67期

第１四半期連結
累計期間

第68期
第１四半期連結
累計期間

第67期

会計期間
自平成26年４月１日
至平成26年６月30日

自平成27年４月１日
至平成27年６月30日

自平成26年４月１日
至平成27年３月31日

売上高 （千円） 4,109,613 4,348,268 20,994,267

経常利益又は経常損失（△） （千円） △40,795 △6,318 1,167,026

親会社株主に帰属する四半期純損

失（△）又は親会社株主に帰属す

る当期純利益

（千円） △39,016 △32,047 690,789

四半期包括利益又は包括利益 （千円） △3,107 4,101 963,338

純資産額 （千円） 9,563,266 10,427,720 10,530,071

総資産額 （千円） 18,305,524 19,332,679 19,673,205

１株当たり四半期純損失金額

（△）又は１株当たり当期純利益

金額

（円） △7.58 △6.22 134.19

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 51.5 53.1 52.7

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、当第１四半期連結

累計期間より、「四半期純損失（△）又は当期純利益」を「親会社株主に帰属する四半期純損失（△）又は

親会社株主に帰属する当期純利益」としております。

４．第67期第１四半期連結累計期間及び第68期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利

益金額については、１株当たり四半期純損失金額であり、また潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

５．第67期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

６．「１株当たり四半期純損失金額（△）又は１株当たり当期純利益金額」の算定の基礎となる自己株式数につ

いては、日本マスタートラスト信託銀行株式会社（株式付与ＥＳＯＰ信託口・75646口）が保有する当社株式

を含めております。なお、日本マスタートラスト信託銀行株式会社（株式付与ＥＳＯＰ信託口・75646口）が

保有する自己株式数は以下のとおりであります。

 
第67期

第１四半期連結
累計期間

第68期
第１四半期連結
累計期間

第67期

自己株式数 （株） 102,000 101,100 101,500

 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

　なお、当第１四半期連結累計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13

日）等を適用し、「四半期純損失」を「親会社株主に帰属する四半期純損失」としております。

(1) 業績の状況

　当第１四半期連結累計期間における我が国経済は、政府の経済対策や日銀による金融政策を背景に、景気は緩や

かな回復基調が続きましたが、円安による輸入原材料の価格上昇や海外経済の下振れ懸念が残り、先行き不透明な

状況で推移いたしました。

　当社グループの事業に関連する建設業界は、企業収益が改善傾向にあり設備投資は増加しているものの、価格競

争や建設労働者不足による労務費の増加により、厳しい受注環境が続いております。

　このような経済環境下にありまして、当社グループは各事業の連携による受注拡大、原価管理の徹底による利益

確保に重点を置いた活動に努めてまいりました。

　この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は43億48百万円（前年同四半期比5.8％増）となりました。ま

た、利益につきましては、営業損失は19百万円（前年同四半期は営業損失53百万円）、経常損失は６百万円（前年

同四半期は経常損失40百万円）、親会社株主に帰属する四半期純損失は32百万円（前年同四半期は親会社株主に帰

属する四半期純損失39百万円）となりました。

　なお、当社グループの工事事業における売上高は、通常の営業形態として、第２四半期連結会計期間及び第４四

半期連結会計期間に完成する工事の割合が大きく、また、利益につきましても、第２四半期連結会計期間及び第４

四半期連結会計期間に偏重し、各四半期連結会計期間の業績には季節的変動があります。

 

　セグメントの業績は次のとおりであります。

　管工機材販売事業につきましては、売上高は21億52百万円（前年同四半期比0.7％減）となり、営業損失は56百

万円（前年同四半期は営業損失71百万円）となりました。

　工事事業につきましては、既設工事の売上高が増加したことにより、売上高は20億61百万円（前年同四半期比

11.2％増）となり、営業利益は96百万円（同20.1％増）となりました。

　工事事業における完成工事高は20億34百万円（前年同四半期比11.5％増）となり、新設工事が９億96百万円（同

4.9％増）、既設工事が６億67百万円（同27.9％増）、保守工事が３億70百万円（同4.7％増）となりました。

　また、工事事業における受注工事高は50億91百万円（同11.5％増）となり、新設工事が28億５百万円（同29.0％

増）、既設工事が10億32百万円（同12.8％減）、保守工事が12億53百万円（同3.9％増）となりました。

　環境機器販売事業につきましては、売上高は１億34百万円（前年同四半期比53.2％増）となり、営業損失は０百

万円（前年同四半期は営業利益０百万円）となりました。

 

(2) 事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(3) 研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 16,000,000

計 16,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
(平成27年６月30日)

提出日現在発行数（株）
(平成27年８月10日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 5,700,000 5,700,000

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

100株

計 5,700,000 5,700,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成27年４月１日～

平成27年６月30日
― 5,700,000 ― 599,400 ― 525,000

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成27年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　 425,100 － 単元株式数　100株

完全議決権株式（その他） 普通株式 5,274,700 52,747 同上

単元未満株式 普通株式      200 －
　１単元（100株）

　未満の株式

発行済株式総数  5,700,000 － －

総株主の議決権 － 52,747 －

（注）１．「単元未満株式」の欄には、当社所有の自己株式21株が含まれております。

２．日本マスタートラスト信託銀行株式会社（株式付与ＥＳＯＰ信託口・75646口）が保有する当社株式101,100株

（議決権の数1,011個）につきましては、完全議決権株式（その他）に含めて表示しております。

 

②【自己株式等】

平成27年６月30日現在
 

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社

オーテック

東京都江東区東陽

二丁目４番２号
425,100 － 425,100 7.45

計 － 425,100 － 425,100 7.45

（注）日本マスタートラスト信託銀行株式会社（株式付与ＥＳＯＰ信託口・75646口）が保有する当社株式101,100株は、

上記自己株式に含めておりません。

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成27年４月１日から平

成27年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成27年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,877,556 5,336,235

受取手形及び売掛金 ※１ 6,666,891 ※１ 5,615,733

営業未収入金 1,368,156 1,246,540

有価証券 20,630 20,631

商品 508,840 530,598

未成工事支出金 1,525,668 1,866,480

原材料及び貯蔵品 41,412 32,499

繰延税金資産 157,374 168,879

その他 112,676 88,374

貸倒引当金 △16,150 △14,392

流動資産合計 15,263,057 14,891,581

固定資産   

有形固定資産 1,565,727 1,551,917

無形固定資産 178,854 165,759

投資その他の資産   

投資有価証券 1,724,595 1,781,081

退職給付に係る資産 217,386 217,512

その他 732,669 733,470

貸倒引当金 △9,086 △8,643

投資その他の資産合計 2,665,566 2,723,421

固定資産合計 4,410,147 4,441,098

資産合計 19,673,205 19,332,679

 

EDINET提出書類

株式会社　オーテック(E00304)

四半期報告書

 8/18



 

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成27年６月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 5,257,738 4,871,775

短期借入金 1,158,744 1,688,744

未払法人税等 408,236 16,957

未成工事受入金 811,149 995,382

賞与引当金 282,842 146,723

役員賞与引当金 40,800 9,150

完成工事補償引当金 9,340 8,530

株式給付引当金 － 39,553

その他 436,686 419,693

流動負債合計 8,405,537 8,196,510

固定負債   

長期借入金 66,454 61,018

繰延税金負債 201,223 239,851

再評価に係る繰延税金負債 120,120 119,748

株式給付引当金 32,041 －

役員退職慰労引当金 72,355 73,157

退職給付に係る負債 9,082 9,453

その他 236,320 205,219

固定負債合計 737,596 708,448

負債合計 9,143,133 8,904,959

純資産の部   

株主資本   

資本金 599,400 599,400

資本剰余金 553,984 553,984

利益剰余金 9,534,165 9,396,619

自己株式 △281,088 △280,801

株主資本合計 10,406,461 10,269,203

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 320,565 353,956

土地再評価差額金 △355,597 △355,225

退職給付に係る調整累計額 △9,086 △7,934

その他の包括利益累計額合計 △44,118 △9,202

非支配株主持分 167,728 167,719

純資産合計 10,530,071 10,427,720

負債純資産合計 19,673,205 19,332,679
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日)

売上高 ※１ 4,109,613 ※１ 4,348,268

売上原価 3,470,847 3,678,600

売上総利益 638,765 669,668

販売費及び一般管理費 692,420 689,338

営業損失（△） △53,655 △19,670

営業外収益   

受取配当金 11,794 14,791

受取賃貸料 4,397 6,388

その他 5,551 5,096

営業外収益合計 21,744 26,276

営業外費用   

支払利息 5,035 4,551

持分法による投資損失 338 4,703

その他 3,510 3,668

営業外費用合計 8,884 12,924

経常損失（△） △40,795 △6,318

特別利益   

固定資産売却益 4,305 －

特別利益合計 4,305 －

特別損失   

固定資産売却損 4,918 －

固定資産除却損 90 0

会員権評価損 190 －

特別損失合計 5,198 0

税金等調整前四半期純損失（△） △41,688 △6,318

法人税、住民税及び事業税 12,477 11,020

法人税等調整額 △13,785 13,522

法人税等合計 △1,307 24,542

四半期純損失（△） △40,380 △30,860

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△）
△1,364 1,186

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △39,016 △32,047
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日)

四半期純損失（△） △40,380 △30,860

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 35,841 29,876

土地再評価差額金 － 371

退職給付に係る調整額 2,345 1,152

持分法適用会社に対する持分相当額 △913 3,561

その他の包括利益合計 37,272 34,962

四半期包括利益 △3,107 4,101

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △1,779 2,867

非支配株主に係る四半期包括利益 △1,328 1,233
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（企業結合に関する会計基準等の適用）

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日。以下「連結会計基準」

という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　平成25年９月13日。以下「事業分離等

会計基準」という。）等を当第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当

社の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用と

して計上する方法に変更しております。また、当第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合につい

ては、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四

半期連結財務諸表に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持

分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第１四半期連結

累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

　企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び事

業分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、当第１四半期連結会計期間の期首時点

から将来にわたって適用しております。

　これによる損益に与える影響はありません。

 

（追加情報）

（従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引）

　(1) ＥＳＯＰ信託の概要

　当社は、平成26年２月７日開催の取締役会において、当社の中長期的な企業価値を高めることを目的

として、従業員インセンティブ・プラン「株式付与ＥＳＯＰ信託」の導入を決議しており、平成26年２

月25日付で自己株式102,000株について、「日本マスタートラスト信託銀行株式会社（株式付与ＥＳＯＰ

信託口・75646口）」に対して、第三者割当による自己株式の処分を実施しております。

　本制度は、平成26年５月26日に創業80年を迎えることを機に、当社従業員に対して自社の株式を給付

することで、従業員の帰属意識の醸成と経営参画意識を持たせ、長期的な業績向上や株価上昇に対する

意欲や士気の高揚を図るとともに、中長期的な企業価値向上を図ることを目的としたインセンティブ・

プランであります。

　本制度では、当社が当社従業員のうち一定の要件を充足する者を受益者として、当社株式の取得資金を

拠出することにより信託を設定し、当該信託は今後約１年にわたり株式交付規程に従い、信託期間中の従

業員の勤続年数に応じた当社株式を、在職時又は退職時に無償で従業員に交付します。当該信託により取

得する当社株式の取得資金は全額当社が拠出するため、従業員の負担はありません。

　(2) 信託に残存する自社の株式

　信託に残存する当社株式を信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く。）により純資産の部に自

己株式として計上しております。当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、前連結会計年度72,877千円、

101,500株、当第１四半期連結会計期間72,589千円、101,100株であります。

　(3) 総額法の適用により計上された借入金の帳簿価額

　該当事項はありません。
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（四半期連結貸借対照表関係）

※１　受取手形裏書譲渡高

 
前連結会計年度

（平成27年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成27年６月30日）

受取手形裏書譲渡高 240,946千円 118,971千円

 

（四半期連結損益計算書関係）

前第１四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間

（自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日）

※１　当社グループの売上高は、通常の営業形態として、第２四半期連結会計期間及び第４四半期連結会計期間

に完成する工事の割合が大きく、各四半期連結会計期間の業績には季節的変動があります。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日
至 平成27年６月30日）

減価償却費 27,919千円 26,721千円

のれんの償却額 1,600 1,600

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年６月30日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月25日

定時株主総会
普通株式 121,322 23 平成26年３月31日 平成26年６月26日 利益剰余金

（注）「配当金の総額」には、日本マスタートラスト信託銀行株式会社（株式付与ＥＳＯＰ信託口・75646口）が保有す

る当社株式（自己株式）に対する配当金2,346千円が含まれております。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年６月30日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月25日

定時株主総会
普通株式 105,497 20 平成27年３月31日 平成27年６月26日 利益剰余金

（注）「配当金の総額」には、日本マスタートラスト信託銀行株式会社（株式付与ＥＳＯＰ信託口・75646口）が保有す

る当社株式（自己株式）に対する配当金2,030千円が含まれております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 
管工機材
販売事業

工事事業
環境機器
販売事業

計

売上高       

外部顧客への売上高 2,167,378 1,854,292 87,942 4,109,613 － 4,109,613

セグメント間の内部
売上高又は振替高

337 27 － 364 △364 －

計 2,167,715 1,854,319 87,942 4,109,977 △364 4,109,613

セグメント損益 △71,536 80,578 390 9,431 △63,087 △53,655

（注）１．セグメント損益の調整額は、セグメント間取引消去△39千円、各報告セグメントに配分して

いない全社費用△63,048千円であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般

管理費であります。

　２．セグメント損益は、四半期連結損益計算書の営業損益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

　重要な変動はありません。

（重要な負ののれん発生益）

　該当事項はありません。
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Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 
管工機材
販売事業

工事事業
環境機器
販売事業

計

売上高       

外部顧客への売上高 2,152,422 2,061,075 134,769 4,348,268 － 4,348,268

セグメント間の内部
売上高又は振替高

84 1,249 182 1,515 △1,515 －

計 2,152,506 2,062,325 134,952 4,349,784 △1,515 4,348,268

セグメント損益 △56,870 96,775 △888 39,016 △58,686 △19,670

（注）１．セグメント損益の調整額は、セグメント間取引消去△5千円、各報告セグメントに配分してい

ない全社費用△58,680千円であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管

理費であります。

　２．セグメント損益は、四半期連結損益計算書の営業損益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

　重要な変動はありません。

（重要な負ののれん発生益）

　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年６月30日）

１株当たり四半期純損失金額 7円58銭 6円22銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純損失金額　　

（千円）
39,016 32,047

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期　　

純損失金額（千円）
39,016 32,047

普通株式の期中平均株式数（株） 5,147,817 5,148,452

（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在

株式が存在しないため記載しておりません。

２．株主資本において自己株式として計上されている日本マスタートラスト信託銀行株式会社（株式付与ＥＳＯ

Ｐ信託口・75646口）が保有する当社株式は、１株当たり四半期純損失金額の算定上、期中平均株式数の計算

において控除する自己株式に含めております。

１株当たり四半期純損失金額の算定上、控除した当該自己株式の期中平均株式数は前第１四半期連結累計期

間102,000株、当第１四半期連結累計期間101,365株であります。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成27年８月10日

株式会社オーテック

取締役会　御中

 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 柳井　浩一　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 澤部　直彦　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社オー

テックの平成27年４月１日から平成28年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成27年４月１日から

平成27年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年６月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半

期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 
監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社オーテック及び連結子会社の平成27年６月30日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重

要な点において認められなかった。
 
利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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